













でした。講座の分担は,学生の教育はクラウンブリッジで したが,研 究や臨床は補綴 と
いうことで区別なく自由にやっていました。先輩の先生の学位論文が完成 したあと,せっ
かく実験手法 もある程度マスターできたので,これを今後に生か していこうと思いまし
た。先輩の先生のテーマは全部床義歯に関す るもので したが,金属床 とレジンの維持装
置として線爆溶射法を応用 して微小な凹凸を形成するもので したので,こ れを硬質 レジ













んで くれ ませ んよと言われ ま した。そ こで,補 綴 の領域 では国際的なJournal　of
Prosthetic　Dentistryに投稿することにしました。彼の手助けもあり,2年 以上かかっ
て 初 め て 国 際 誌 に論 文 が掲 載 され ま した。 その と きの 経 験 を生 か して,そ の後,
International　J urnal　ofProsthodonticsに3報続 けて掲載 されま した。結果論 ですが,
この ときの業績 が教授昇任 につ なが った もの と思ってお ります。
　私の実質的な研究者 としての スター トになった学位論文 の主査 が歯科理工学の教授 で
したので,そ れが きっかけ とな り歯科理工学会 に入会 し,九 州大学 を定年退職す るまで
10年以上 臨床 系 の理 事 を務め させ て頂 きま した。歯 科理工学 会 をきっか けに歯科審美
学会 や接着歯学会 にも入会 し,い ろいろな先生方 と交流 を深 め ました。
　私 の持論ですが,私 に とって補綴学会の先生方 とは特 に努力 しな くて も交流 は可能で
すが,そ れ以外の領域 の先生方 とは自分の意志で学会参 加等 していかない となかなか仲
間 として認 めて も らえません。最初 はいろんな学会 に参加 して もよそ者扱 いです が,10
年 も参加 していると何 とか メンバ ー として認 めて も らえるようです。そのよ うなこ との
延長 としていろいろな国際学会 に も参加す る ことがで き,幅 広 い交流 がで きま した。 さ
らに見聞 をひ ろげることもで きた と思います。
　 また,本 学 で も国際交流 を重要な もの と位置づ け,海 外留学や学生 の国際交流 を推進
され てい ます。私 は前任校 で23年間 にわ た り,JICAの集 団研修 に関わ って きま した。
最初 の頃は約10人相 手の講義 ですが,正 直言 って どのよ うな講義 をすれ ばいいかわ か
りませんで した。数年後,当 時の学部長 で もあ るコース リーダーか ら現地調査へ の誘 い
を頂 き,喜んで行かせ て頂 きま した。1999年11月末 か ら約2週 間の予定で,ケニア とガー
ナの現地調査 で したが,そ の内容 は以前参加 した研修員の現状把握 と現地公開セ ミナー
の他,関 係機 関の訪 問な ど大変貴重 な経験 をさせて頂 きま した。翌年か らの講義におい
ては,何 とな く彼 らのバ ックグラウン ドが理解で きるよ うな気 が して,講 義 をす るのが
楽 しくなって きた ことをなつか しく思い出 します。最後 の2年 間 はJICAコースの責任
者 をお引 き受 け したのですが,事 業仕分 けで コースが終 了す ることになって しまい ま し
た。非常 に残念 なことだ と思っています。
　 奥羽大 学の先生方 も積極 的に学会 発表 を行い,で きるだけ学会誌等 に論文 を発表 し,
大 いに外部 に向けて情報発信 をして頂 き,奥 羽大学の存在感 を示 して頂 きたい と思 って
い ます。
　 今後の奥羽大学歯学会の発展 を祈念 して筆 を置 かせて頂 きます。
